


この度は、BILLIO N　VFC -ProD Dをお買い上げ頂きまして誠に有難うございます。
●本書は、製品の取付、取扱い（使用・操作）する場合の方法と注意事項が記載されています。
　取付・取扱いの前には必ず熟読し、ご理解の上、作業を行ってください。
●本書は使用中に「故障かな？」と思ったり、疑問に思った時に役立つトラブルチェック等が記載されています。
　いつでも読めるように、大切に保管してください。また、紛失した場合、再発行は致しませんのでご注意ください。

この表示を無視して誤った取扱をすると、人体に軽傷または中程度以上の傷害を負う可能性が想定され
る危険な行為、及び重大な物的損害が発生し得る行為を示します。

●本製品は自動車用電動ファンを任意にコントロールする部品です。他の用途には絶対に使用しないで下さい。
●本製品は絶対に分解しないで下さい。ケース等の破損だけでなく保証の対象外となります。
●取付の際は危険ですので必ずエンジンを切って、バッテリーのターミナルを外してから行って下さい。
●メーター本体は必ず水平又は、安定した箇所に取付を行って下さい。
●ハーネスの取り回しは点火信号等ノイズの発生し易い箇所は絶対に避けて下さい。誤作動の恐れがあります。
●走行中のボタン操作は大変危険です。絶対に行わないで下さい。
●本体は樹脂製です。耐熱樹脂ではありますが、車内の直射日光が当たる場所に取り付けた場合、熱により変形する
　する恐れがあります。必ず、車内の日光の当たらない場所へ取り付けて下さい。
●エンジンEC Uへの配線がございます。配線ミスは車両に重大なトラブルを招く危険性があります。取付は必ず専門店にて
   行って下さい。専門店での取付け以外のトラブル問い合わせには応じられない場合があります。ご注意下さい。
●本製品を適合車以外へ取付を行うには、電気的な専門知識が必要となります。必ず専門店にて取付を行ってください。
●製品及び付属品に無理な力を加えますと破損の可能性がございます。
●本製品付属の配線は耐熱部品ではありません。高温部を通す時は必ず熱対策を行って下さい。

【 各ボタン及び本体部分名称と役割 】

サブ表示部用ワーニングLEDセンサー2作動LED

水温ワーニングLED
電動ファン
通常回転表示LED

電動ファン
高速回転表示LED

《 VFC-ProDD の主な特徴 》
●エンジン内水温を本体にデジタル表示。その温度に対して電動ファン作動温度を50℃～120℃の間で1℃刻みに
　任意にコントロールできます。
●コンパクトなボディに２種類の情報を同時に表示可能。オプションセンサーの装着で最大３種の温度を計測可能。
●サブ表示部に最大３つの情報を表示可能。追加センサー未装着状態では「バッテリー電圧」を表示。追加センサー
　を２つまで装着できますので、装着時は各情報を切り替え表示できます。
●電動ファン高速作動設定のある車種に対しては、通常作動温度・高速切替温度を各々設定可能。これにより従来より
　もさらに、細かい水温管理が可能となります。（一部車種を除く）
●これまでは電動ファンの作動温度のみが設定可能でしたが、本製品ではさらにO N～O FFまでの温度差を入力できる
　為、電動ファンを頻繁なO N -O FFの繰り返しから保護します。
●表示可能な３つの温度全てにワーニングを設定可能。温度上昇によるトラブルを未然に防ぐことが可能です。
●オプションの電動ファン強制作動スイッチを装着すると、いつでも電動ファンの制御が可能に！
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取扱説明書

この表示を無視して誤った取扱をすると、人体に重症の傷害を負う、および死亡の可能性が想定される
危険な行為を示します。

設定ディップスイッチ

通信ケーブル
コネクター

強制ファンスイッチ
コネクター メインハーネスコネクター

UPボタン
設定モードで各種温度設定を
上げる時に使用します。

SETボタン

M OD Eボタン

各種設定や、その確認にこの
ボタンを使用します。

温度2の表示を切り替える時、
ピークホールドを表示する時
に使用します。

DO W Nボタン
設定モードで各種温度設定を
下げる時に使用します。

設定ディップスイッチ
取付する方法や、取付車種ごとに設定します。
上がＯＮで、下がＯＦＦです。

各種コネクター
通信ケーブルコネクター・・・使用しません。
強制ファンスイッチコネクター・・・オプション装着時に使用
メインハーネスコネクター・・・メインハーネスを装着

（正面）

（裏面）

●走行中のボタン操作は大変危険です。絶対に行わないで下さい。
●本製品を幼児の手に届く場所へ保管・取付けしないで下さい。
●本製品および、同封品を人体の口の中へ入れたり、飲み込んだりしないで下さい。
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配線方法 3

BVP-PRO2 ニッサン BNR32 / HCR32 / BCNR33 / ECR33 / WGNC34(～H10.7）
　　　　　　　 ※HR31※A31※C33 （ ※注　この車種は  別売BDA-03 ¥2,625（税込) が必要です。）
トヨタ EP91ターボ / JZX90ターボ / MZ20 / MA70 / JZS147ターボ
マツダ FC3S(後期H1.5～H2.10)
ホンダ NA1(～H7.3) / PP1
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取付方法③取扱説明書

赤

黒

白

緑

青

茶

黄

水色

桃

赤/黒

ボディアース

使用しません

専用センサーへ取付
（P15参照）

B  　（電源）

E　  （アース）

TW  （水温）

赤

黒

白

緑線

【本体とハーネスの接続及び、固定】
●配線が完了したら、接続、接触確認を行い、本体背面のカプラーに接続してください。
●Ｐ2を参考に初期設定を行い、作動チェックを行ってください。
●本体、配線は運転の妨げとならないよう、両面テープ、束線バンドなどでしっかりと固定してください。　
（本体は、直射日光の当たらない場所に設置してください。）

《取付方法》
1. エンジンを停止させ、ECUが見えるようにカバー・内装類を割れないように慎重に取外して下さい。
2. 別項のECU端子図を確認し、取り付けする車種・型式に間違いないかをご確認下さい。
3. ECU図と実際のECUのカプラー形状が一致したら、サーキットテスターにて各部の電圧チェックを行います。
　 B-E間　12V～14.8V　　TW-E間　0.2V～2V（暖気時）
4. 電圧確認が正常であることを確認の上、配線接続を行って下さい。
5. 下記の車種に関しては、ファンの作動速度設定がございませんので、配線「青」は使用しません。先端を絶縁処理した
　 上で、運転の妨げとならない場所に束線バンド等で固定して下さい。
6. 取付が完了したら、「初期設定（P3） 」を参考に操作、設定を行って下さい。
7. 専用温度センサーをご使用の場合は「専用温度センサー取付（P15）」を参考に取付を行って下さい。
 ※専用温度センサーを装着しない場合は、サブ表示部に常時バッテリー電圧が表示されます。
　 専用温度センサー未装着でも本体作動には、なんら支障はございません。

取付方法一覧をご確認の上、取付作業を行って下さい。

①OFF

②ON

③ON

VFC-ProDD本体

↓
ON

背面ディップスイッチ

※ラジエターロアタンク部に水温スイッチがあります。そこから
　出ている線を辿っていくと、ファンシュラウド右側に（運転席
　からみて）緑色のカプラーが付いています。図を参考にしてＶ
　ＦＣの緑線を指定の配線に接続して下さい。
　（接続する線を間違えるとファンは回りません。）

※右ストラット前方に
　チェックコネクター
　（緑色／１極））が
　付いています。その線
　へＶＦＣの緑線をスプ
　ライスにより接続し
　て下さい。

※ＥＣＵ近くにクーリング
　ファンコントロールユニ
　ットがあります。ＶＦＣ
　の緑線を１２番端子
（緑/黒）線へ接続して
　下さい。

※エンジンルーム内の黒いＢＯＸ「ＤＩＡＧＮＯＳＩＳ」
（約50×30）がエンジン左側（助手席側）にあります。
　フタを開けて<ＯＰ１>の位置へＶＦＣの緑線を差し込ん
　で下さい。

【配線解説】
　①車両端子図のＢの位置にスプライスを使用してＶＦＣ本体の赤線を接続します。
　②車両端子図のＥの位置にスプライスを使用してＶＦＣ本体の黒線を接続します。
　③車両端子図のTWの位置にスプライスを使用してＶＦＣ本体の白線を接続します。
　④上記「水温スイッチ他への接続」を参考にＶＦＣ本体の緑線を接続します。
　⑤配線「青」は使用しません。
　⑥ＶＦＣ本体の黄色線は確実にボディーアースして下さい。
　⑦追加センサーを接続する場合は、「追加センサー取付」の項に従って取付けて下さい。
　⑧以上で完了です。また、車外への配線がございます。必ず結線箇所の絶縁、防水処理を行って下さい。

※ＨＯＮＤＡ　ＰＰ１ラジエター下部
　にある２Ｐカプラーの青線にＶＦＣ
　の緑線を接続して下さい。

ＨＯＮＤＡ　ＰＰ１ビート
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